
西
海
日
立
本
田
誕
生

か
ら
電

報

を
打

っ
て

い
ま
す
。

西
海
国

立
公
園

の

指
定

の
た

め
に
多
く

の
人
々
が

尽
力
し
て

お
ら
れ
ま

す
が
、

功

労
第

一
と

さ
れ
る
の

が
、

こ
の

「
龍

駿

介

「
西
海
日
立
公
園
が
実
現
し
た
陰

に
は
、

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
大
き
な
功
労
者
が

二
人
い
る
。

中
田
佐
世
保
市
長
、

西
岡
知
事
、

西
海
国
立
公
園
期
成
会
顧
問
龍
駿
介
氏
で
あ

る
」こ

れ
は

，、
昭
和
二
■
九
年
八
月
二
十
七
日

の
時
事
新
聞

「西
海
日
立
公
園
特
集
号
」
の

記
事
の

一
部
分
で
す
。

西
海
国
立
公
園
期
成
会
会
長
で
あ

つ
た
中

田
市
長
は
ヽ
八
月
二
十
四
Ｂ
に
龍
駿
介
氏
に

宛
て
て

「本
旧
厚
生
大
臣
出
席
ノ
下
二
国
立

公
園
審
議
総
会
ヲ
開
キ
西
海
ハ
国
立
公
園
ニ

決
定
シ
タ
、

永
イ
問
ノ
御
努
カ
ヲ
穂
謝
シ
マ

ス
、

今
後

一
層
ノ
御
援
助
ヲ
乞
フ
」
と
東
京

氏
」
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

龍
氏
は
福
岡
県
の
人
で
光
風
会
に
属
し
た

風
景
画
家
で
あ
り
、

雲
仙
や
富
十
山
を
描
い

た
絵
で
有
名
で
す
。

国
立
公
園
協
会
専
門
委

鞭
領
均
悼
粧
雛
報
備
多

「朝
沸
伽
鶏
報
翻
韓
旋

る
」
と
激
賞
し
て
、

中
田
市
長
に
佐
世
保
の

観
光
都
市
化
を
進
言
し
ま
し
た
。
　
　
　
ヽ

そ
の
後
、

五
島

・
平
戸
等
を
含
め
西
海
国

一
立
公
園
期
成
会
が
結
成
さ
れ
る
と
そ
の
顧
問
ト

と
な
げ
、

本
格
的
な
活
動
を
始
め
、

国
立
公

園
審
議
会
委
員
の
誘
致
に
努
力
し
、

景
観
紹

介
に
努
め
て
お
り
ま
す
。　

　
≡

地
元
の
青
年
回
の
人
達
も
協
力
し
て
景
勝

地
の
革
刈
り
や
松
浦
島
の
石
段
作
，
を
し
、

舟
を
漕
い
で
九
十
九
島
を
案
内
し
、
婦
大
会
′

は
炊
き
出
し
を
し
て
も
て
な
し
を
し
た
そ
う

で
す
。

足
が
不
自
由
で
あ
ら
れ
た
掴
士
公
園

弾編幹綾讐膨帥舗脚弾泣】Ｆ曝講焼軸

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
一

「待
望
′
西
海
国
立
公
園
イ
ヨ
イ
ヨ
実
現

シ
、

百
七
十
万
県
民
ノ
喜
ビ
之

二
過
グ
ル
モ

ノ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
、

コ
レ
偏

二
貴
下
ノ
御
尽

カ
ノ
賜
卜
御
礼
申

シ
上
ゲ
マ
ス
」

こ
れ
は
西
岡
知
事
が
龍
駿
介
氏
に
宛
て
た

電
報
で
す
が
、

短
い
文
の
中
に
国
立
公
因
のヽ

指
定
を
喜
ぶ
様
子
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
　
ヽ

ヽ
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記

　

澤
　
正
明


